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「自由過ぎて」私服不人気… 

千葉県立小金高、制服再導入へ 
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 千葉県松戸市の県立小金高校（堀誠校長）が、志願

者離れに歯止めをかけようと、これまで認めていた私

服通学を廃止し、制服着用に切り替える。 

 ２０１１年度の新入生から導入する。近年、特に女

子生徒の間で「制服人気」が高まっていることを踏ま

えたもので、学校改革の一環として方針を打ち出し

た。 

 この方針は昨年末、周辺中学などに通知され、今春

の入試では定員が今の２８０人になった０５年度以

降、最も多い計６００人が受験。一定の手応えを得た

という。 

 

 同校はもともと制服だったが、生徒らの希望などを

受けて１９９３年度から服装を自由化し、これが大き

な特色の一つになっていた。県教委によると、県立全

日制で私服通学の高校は現在、同校のほかには東葛飾

高（柏市）１校しかない。 

 ところが近年、小金高は受験倍率が低下傾向をたど

り、０４年度には学力検査入試で１・１５倍と「定員

割れを心配するレベル」（本城学教頭）まで低下。危

機感を募らせ、０５年度から教職員が毎年１００校以

上、県外も含めた周辺の中学校や学習塾を訪れて、ど

うすれば人気回復が図れるか、意見を求めた。 

 その中で、同校が着目したのは「今の中学生は私服

より制服を好む。制服がない学校は敬遠される」との

指摘だった。 

 

 学園紛争があった１９６０～７０年代を中心に、

「自由」を求める気風から、全国的に私服を認める高

校が増えたが、近年は「制服回帰」が進んでいるとさ

れる。中学・高校の事情に詳しい出版社「声の教育

社」によると、「私立などで制服をモデルチェンジす

ると受験者が増える傾向があり、制服が学校選びに影

響を与えている。首都圏では高校の９０％以上が制服

で、増加傾向にある」という。 

 

 学習塾「スクールマインズ初石校」（流山市）の田

代徳昭校長は「女子を中心に、最近は制服で高校を選

ぶ子も珍しくないし、制服を歓迎する親も多い」と話

す。 

 小金高では、「制服再導入」の先例として、埼玉県

立越ヶ谷高校を視察。人気低下に悩む伝統校という

「同じ悩み」を抱えていたが、０３年度に制服を導入

してからは状況が好転し、今春の入試では、受験倍率

が埼玉県東部で１位。「“自由過ぎる”としてあまり来

てくれなかった地元の中学からも、生徒が来るように

なった」（中山長年・越ヶ谷高教頭）という。 

 こうした状況を踏まえ、小金高では江川豊・前校長

を中心に制服導入の方針を打ち出し、昨年１０月、生

徒や保護者に説明。生徒からは「私服だからこその小

金高。個性がなくなる」という反対意見も多かった

が、保護者側からは「経済的な理由で制服がいい」

「制服化でエネルギーを勉強に向けてほしい」などと

大方が理解を示したという。現在、教員、生徒双方が

参加する制服検討委員会で、基本的なデザインなどを

考案中だ。 

 

 同校では最近、制服への思い入れから“なんちゃっ

て制服”と称し、制服のような服装で登下校する女子

生徒も増えているという。検討委に参加する生徒会長

の亀田奈央子さん（３年）は「自主の校風を残した上

で、多くの人に好かれる学校にしていきたい」と話し

ていた。 
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